







































































後、妻の病のため帰国。1892年 N. G. Clark の引退を受けてアメリカン・ボード
本部事務局の海外担当幹事に就任。















岡山・大阪ステーションを経て、1892年より同志社神学校教授。妻の Ellen Maria 
Cary（1856-1946）も同志社女学校専門学部教授として英語と英文学を教える。長
男 Georgeと三男 Frank については後出〈BE-8〉註11参照のこと。戦後、学生寮アー







































































































































































































５．ウーマンズ・ボード（Woman’s Board of Missions）はアメリカン・ボード
と協力して活動する女性伝道団体で、東部（WBM）、中部（WBMI）、太平洋（WBMP）






















































































１．「家族」“family”とは Japan Mission の宣教師仲間のことか。“We have 
often spoken of the ‘family spirit’ in the Japan mission, and have often 
longed to return to ‘the family’.”と、家族のように他の宣教師たちと過ごした
頃を懐かしむ記述がベル書簡〈BE-1〉【Asphodel 54、p.201】に見られる。







で 与 え ら れ た。（Handbook for Missions and Missionaries of the American 
Board of Commissioners for Foreign Missions［1920年版］、p.55）
４．この書簡の1911年７月頃、どの校舎の建設途中か詳細は不明だが、静和館の定礎
式が同年11月 19日、竣工は1912年８月であるので、原文の“the building 
operations”は工事開始までの校舎整備工程かと思われる。





















































３．James, Ellen Stebbins Curtiss（1833-1916）1911年、息子 Arthur C. James
と連名で10万ドル（当時の日本円で約20万円）を女子部指定で寄付。1909年には平
安寮新築のため、最初に女学校に１万円弱の寄付も行っている。1907年に亡くなっ


























































































５．デントンがここで言及している会衆派の雑誌は The Congregationalist and 
Christian Worldである。
６．原文では Mr. Bridgeman とある。上記雑誌の当時の主幹、Dr. Howard A. 
225アメリカン・ボード宣教師文書
Bridgman と思われる。この書簡が書かれた1913年、新聞 New York Times の６
月８日付の記事（Smith College での夕べの礼拝について）に、説教者は“Rev.
Howard A. Bridgman, DD., of Boston, editor in chief of the Congregation-
alist and Christian World.”とある。Bridgman は神学博士で牧師、そして編集
長である。
７．Woman’s Board of Missions 発足の１年後、1869年に創刊された機関誌。当
時の正式名は Life and Light for Heathen Women で、1873年からは Life and 
Light for Woman と改称された。1922年、アメリカン・ボードの機関誌
Missionary Heraldに合併されるまで53年間続いた。
８．Orvis, Julia Swift（1872-1949）ウェルズリー大学歴史学教授。母の Mrs. 

































第１次世界大戦に反対する。このとき京都に同行したのは娘の Anna Louise 
Strong（1885-1970）である。Anna はのちにジャーナリストとして活躍し、特に
ソ連、中華人民共和国など共産圏の取材で知られている。
16．DeForest, Louise Hyde（1885- ？）大阪生まれ。父は1874年に来日して大阪や
仙台での伝道に従事した John H. DeForest（1844-1911）である。1907年、スミス・
カレッジ卒業。1911年に同志社女学校の音楽担当の教師として来日したが、中国










































































Congregationalist and Christian Worldに書いたこの記事は現存する。ただ、同
志社大学図書館所蔵の本誌では製本の具合で正確な掲載誌の号数や日付は不明であ




















た。Frank Cary（1888-1973）は前出〈BE-6〉註10の Otis Cary の三男で、アメ
リカン・ボード宣教師として小樽を中心に北海道で宣教に従事した。戦後、再来日
して同志社の理事にも就いた。長男の George Emerson Cary（1884- ？）も宣教
師 で あ る。Jerome Dwight Davis（1891- ？）は 前 出〈D51〉註 11 の Jerome 
Dean Davis（1838-1910）の息子である。母は同志社女学校教師で Davis の後添
えとなった Francis Hooper（1854-1922）である。Paul Rowland（1887- ？）




















学のすべての学生が加入できた。実業家 Henry Lee Higginsonの寄付により1900
年に建設されたレンガ造りの立派な建物で、50年間新入生の食堂として使われた。
17．Patton, Cornelius H.アメリカン・ボードのボストン本部国内担当幹事
18．Hosmer, John G.アメリカン・ボード本部事務局の出版購買担当役員
